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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞外ATPおよびADPをAMPに加水分解する細胞膜タンパク質です。このタンパク質の活性を阻害すると、抗がん効果が期待できます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年8月],触媒活性：ATP + 2 H(2)O = AMP + 2 リン酸。,補因子：カルシウム。,補因子：マグネシウム。,機能：神経系において、ATPおよびその他のヌクレオチドを加水分解してプリン作動性神経伝達を調節する。また、血小板凝集の予防にも関与している可能性がある。ATPとADPを同様に加水分解する。,PTM：N末端部分がパルミトイル化されている。,PTM：N末端はブロックされている。,類似性：GDA1/CD39 NTPaseファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体;ジスルフィド結合型。組織特異性：主に活性化リンパ球細胞に発現する。また、内皮組織にも発現する。血管アイソフォームと胎盤アイソフォームIIは胎盤と臍帯静脈の両方に存在するが、胎盤アイソフォームIは胎盤にのみ存在する。
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	CD39ポリクローナル抗体を用いたHela細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。

